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て
救
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
救

わ
れ
た
人
は
そ
の
地
域
や
人
を
大
切
に
し

ま
す
。
そ
し
て
、
過
去
を
振
り
返
り
、
今

を
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
今
を
大
切
に
生
き
る
こ
と

で
将
来
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

こ
こ
の
秋
田
で
は
誰
も
が
や
り
直
す

チ
ャ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
、
そ
し
て
皆
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
温
か
み
の
あ
る
社
会
に
な

る
よ
う
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
御
理
解
、

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
７
月

の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
１
日
も
早
い
復
旧
と
被
災
さ
れ
た

方
々
が
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
、
更
生
保
護
の
諸
活
動
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
昨
年
６
月
に
成
立
し
た
刑
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
刑
事

司
法
が
再
犯
防
止
・
改
善
更
生
へ
と
大
き

く
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、更
生
保
護
が「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
始
め
る

重
要
な
時
期
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
切
な
時
期
に
私
が
生
ま

れ
育
っ
た
秋
田
に
勤
務
し
、
秋
田
県
の
更

生
保
護
の
一
員
と
し
て
加
え
て
い
た
だ
け

る
喜
び
と
共
に
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
仙
台
保
護
観
察
所
に

勤
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
東
日
本
大
震
災

を
経
験
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
復
興
が
進

み
、
建
物
や
道
路
等
が
新
し
く
な
っ
て
も

最
後
に
救
わ
れ
る
の
は
「
人
と
の
つ
な
が

り
」
だ
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

罪
を
犯
し
た
人
も
反
省
は
一
人
で
で
き

て
も
更
生
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
帰

る
場
所
や
仕
事
も
必
要
で
す
が
、
支
援
す

る
人
や
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ

着
任
し
て
思
う
こ
と

秋
田
保
護
観
察
所
長

正

木
　
　
　
勉
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篤
志
者
寄
付
金
の
御
芳
名

★
理
事
の
異
動
（
令
和
５
年
４
月
１
日
）

大
山

久
尚
（
新
任
）

吉
田

英
一
（
新
任
）

★
役
員
の
紹
介
（
令
和
５
年
４
月
18
日
）

理
事
長　
　

加
賀
谷

文

秋（
新
任
）

副
理
事
長　
　

村

岡

兼

幸（
再
任
）

　
　

同　
　
　

沢

木

則

明（
再
任
）

常
務
理
事　
　

田

口

昭

一（
新
任
）

★
評
議
員
の
交
代
（
令
和
５
年
６
月
23
日
）

（
新
任
）

佐
々
木
文
子　
　

佐
藤

晴
一

髙
橋

勝
己　
　

尾
久

一
雄

藤
原

正
吾

（
辞
任
）

渡
辺

一
郎　
　

米
谷

民
憲

高
桑

和
雄　
　

村
山

正
顕

菅　
　

永
義　
　

斎
藤

茂
美

今
野

幸
悦

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

★
理
事
会
・
協
議
員
会
開
催

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い

て
、
３
月
14
日
及
び
４
月
18
日
に
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
前
者
で
は
令
和
５
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
・
評
議
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
後
者
で
は
令
和
４
年
度
事
業
成

績
・
収
支
決
算
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

理
事
長
の
選
任
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、
小

畑
理
事
長
が
退
任
さ
れ
、
加
賀
谷
文
秋
氏
が

新
た
に
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
３
月
10
日
・
４
月
26
日
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

Ⅰ

運
営
に
関
す
る
事
項

１

安
全
で
安
全
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
秋
田
県

内
に
お
け
る
犯
罪
や
非
行
を
防
止
す

る
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、
県
民
へ

の
更
生
保
護
事
業
の
活
動
や
重
要
性

を
周
知
す
る
。

２

変
化
す
る
社
会
情
勢
及
び
連
動
す

る
経
済
状
況
を
考
慮
し
、
情
勢
に
応

じ
た
広
報
活
動
を
効
率
的
に
行
い
、

理
事
の
補
充
と
篤
志
寄
付
者
及
び
賛

助
会
員
の
発
掘
と
維
持
に
努
め
、
安

定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
財
政
基
盤
の
安
全
管
理
を
図
り
、

組
織
運
営
を
強
化
す
る
。

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

一
金

十
五
万
円

今
野

幸
悦
様

一
金

十
万
円

村
田

誠
一
様

八
島

國
雄
様

一
金

五
万
円

佐
藤

兼
光
様

＊
当
協
会
運
営
に
対
し
ま

し
て
ご
寄
附
を
戴
き
ま

し
た
皆
様
、
ま
た
普
通

会
員
・
賛
助
会
員
の

方
々
に
は
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
以
降
に
ご
寄
附
を
寄
せ

ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金

三
十
万
円

秋
田
銀
行
様

一
金

二
十
万
円

小
畑　
　

悟
様　
　

村
岡

兼
幸
様

沢
木

則
明
様　
　

加
賀
谷
文
秋
様

辻　
　

良
之
様　
　

斉
藤　
　

満
様

小
熊

良
悦
様　
　

布
谷　
　

博
様

田
口

昭
一
様　
　

大
内

睦
子
様

和
田　
　

仁
様　
　

尾
形

和
雄
様

清
水

重
輝
様　
　

田
代

苑
子
様

大
山

久
尚
様　
　

吉
田

英
一
様

千
葉

惠
美
様

収入の部
科　　　目 予算額 決算額
補助金等収入 205,000 401,600
寄 附 金収入 4,801,000 4,490,000
財 産 収 入 630,000 620,672
会 費 収 入 2,505,000 2,569,000
雑 収 入 49,000 15,000
合 計 8,190,000 8,096,272

令和4年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

支出の部
科　　　目 予算額 決算額

一時保護事業 460,480 480,880
事 務 費 125,480 124,880
金 品 給与費 200,000 156,000
就 労 援助費 135,000 200,000

連絡助成事業 7,044,440 6,912,451
事 務 費 1,197,440 1,167,046
啓 発 費 600,000 574,600
連 絡 調整費 932,000 1,032,745
助 成 費 4,315,000 4,138,060

管 理 費 628,980 690,439
予 備 費 56,100 0
合　　　　　　　　計 8,190,000 8,083,770

収入総額　8,096,272円　　支出総額　8,083,770円

理
事
長
退
任
に
あ
た
り小

畑　
　
　

悟

平
成
17
年
11
月
か
ら
村
山
儀
孝
理
事
長

の
後
任
と
し
て
約
18
年
の
間
、
理
事
長
と
し

て
会
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

組
織
運
営
の
強
化
や
財
政
基
盤
の
確
立
等

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
職
員
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
職
責
を
全

う
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
初
年
２
回
の
理
事
会

で
し
か
皆
様
と
お
顔
合
わ
せ
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
も
っ
と
深
く
更
生
保
護
事
業

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
研
修
会
を

年
数
回
開
催
し
、
多
方
面
の
方
を
講
師
に

お
招
き
し
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
ど

も
役
職
員
の
見
識
の
向
上
や
親
睦
を
も
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
加
賀
谷
文
秋
新
理
事

長
の
も
と
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
理

事
と
し
て
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
全
て
の
出
会

い
と
ご
指
導
に
感
謝
し
、
退
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
り加

賀
谷

文

秋

令
和
５
年
４
月
18
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、

小
畑
悟
理
事
長
の
後
任
と
し
て
理
事
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
小
畑
理
事
長
様
に
は

十
八
年
間
、
物
心
両
面
で
支
え
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
任
の
就
任
と
な
り
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
常
務
理

事
と
し
て
会
の
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
理
事
長
と
し
て
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
密
着
し
た
息
の
長
い

支
援
の
推
進
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１

基
本
計
画

当
会
は
、
秋
田
保
護
観
察
所
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
保
護
観
察
対
象
者
等
の
再

犯
・
再
非
行
の
防
止
と
改
善
更
生
を
支
援

し
、
円
滑
な
社
会
復
帰
の
実
現
に
向
け
、

各
種
事
業
を
行
う
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議

を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
各
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
進
め
る
。

２

重
点
目
標

（
１
）
保
護
司
適
任
者
の
安
定
的
な
確
保
に

つ
い
て
、
人
材
情
報
の
収
集
や
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。

（
２
）
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
再
犯
防
止

推
進
計
画
の
策
定
及
び
同
計
画
の
実
施

に
関
す
る
取
組
に
協
力
し
、
各
団
体
と

の
関
係
を
強
化
す
る
。

（
３
）
通
信
手
段
と
し
て
の
メ
ー
ル
の
活
用

や
業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
事
務
の
効

率
化
を
図
り
、
当
会
と
地
区
保
護
司
会

の
組
織
活
動
の
充
実
に
務
め
る
。

（
４
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
秋
田
県
の
更
生
保

護
」
を
有
効
に
活
用
し
、
各
団
体
や
各

地
区
会
の
活
動
等
を
積
極
的
に
発
信
す

る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
会

６
／
28

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会
長

交
代
の
お
知
ら
せ（

令
和
５
年
５
月
31
日
）

疋
田

正
應（
宮
城
）↓

天あ
ま
な
い内　

　

修し
ゅ
う（

青
森
）

理
事
会

６
／
６

役 員 名 簿
（令和５年６月６日現在）� 秋田県保護司会連合会

顧　　　　問 目　黒　　　勵 秋 田
顧　　　　問 宮　原　文　彌 大 館
顧　　　　問 栁　沢　和　子 秋 田
会　　　　長 新　野　建　臣 潟 上 湖 東
副会長・理事 藤　原　德　義 大 館
副会長・理事 佐　藤　道　幸 本 荘
副会長・理事 桃　園　豊　弘 角 館
常 務 理 事 金　山　智　紀 秋田（中央支部）
理　　　　事 渡　邊　清　明 秋 田
理　　　　事 佐々木　文　子 秋田（東 支 部）
理　　　　事 草　彅　　　光 秋田（臨港支部）
理　　　　事 佐　藤　晴　一 男 鹿
理　　　　事 煤　田　隆　一 能 代
理　　　　事 長　岐　直　介 北 秋 田
理　　　　事 畠　山　　　裕 鹿 角
理　　　　事 髙　橋　勝　己 横 手
理　　　　事 尾　久　一　雄 湯 沢
理　　　　事 藤　原　正　吾 大 曲
理　　　　事 清　水　洋　子 能 代
理　　　　事 佐々木　加奈子 角 館
理　　　　事 伊　藤　妙　子 秋田（中央支部）
監　　　　事 由　利　　　均 男 鹿
監　　　　事 佐　藤　力　哉 大 曲

４月 18 日　正木所長ご出席のもと、秋田県更生保護援護協会理事会を開催しました

秋田保護観察所と
各地区サポートセンターを
結んでオンライン研修会を

開催しました
県保連副会長 2 名

退任につき花束贈呈

秋田県の更生保護
https://akita-kouseihogo.com
◀ ホームページ「秋田県の更生保護」

のQRコード

秋田県保護司会連合会
https://www.facebook.com/
akitakenhogosikai/
◀フェイスブックのQRコード

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
に
つ
い
て
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秋
田
至
仁
会
で
は
、
近
年
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
定
期
的
に
退
所
者

の
住
居
や
ア
パ
ー
ト
を
訪
問
し
、
自
立
更

生
に
向
け
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務
の
増
加
に
伴

い
、
車
両
の
使
用
頻
度
が
大
幅
に
増
え
、

職
員
の
自
家
用
車
を
頻
繁
に
利
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
昨
年
10
月
、
当

法
人
が
２
０
２
３
年
度
日
本
郵
便
年
賀
寄

付
金
配
分
事
業
に
応
募
し
、「
車
両
増
備
事

業
」
に
配
分
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
厳

正
な
審
査
を
通
り
、
本
年
３
月
29
日
、
配

分
決
定
通
知
が
届
き
、
６
月
８
日
に
車
両

が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

今
般
、
配
分
金
を
基
に
購
入
し
た
車
両

は
、
三
菱
自
動
車
の
ミ
ニ
キ
ャ
ブ
バ
ン
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
施
設
の
車
両
が
２

台
と
な
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
や
入

所
者
の
処
遇
上
の
送
迎
及
び
通
院
、
行
政

や
福
祉
機
関
と

の
連
携
な
ど
、

更
に
積
極
的
な

活
動
の
展
開
が

期
待
さ
れ
、
そ

の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、

今
後
と
も
充
実

し
た
処
遇
に
取

り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

会
員
数

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在

24
地
区

１
６
４
６
名

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

５
月
22
日
、
イ
ヤ
タ
カ
に
お
い
て
秋
田

保
護
観
察
所
長
正
木
勉
様
、
企
画
調
整
課

長
松
本
和
之
様
、
保
護
観
察
官
藤
井
正
人

様
、
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
長
新
野
建

臣
様
、
太
田
宥
子
前
会
長
様
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
、
各
地

区
会
長
及
び
会
員
114
名
出
席
の
も
と
和
や

か
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

再
犯
防
止
推
進
法
、
安
全
安
心
な
地
域

作
り
の
た
め
地
域
の
一
員
と
し
て
、
笑
顔

と
母
の
優
し
さ
を
持
ち
、
き
め
細
や
か
に

〝
ほ
っ
と
け
な
い
精
神
〟
で
更
生
保
護
の
心

を
紡
ぎ
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
共
生
社

会
実
現
に
向
け
、
秋
田
県
更
生
保
護
女
性

連
盟
は
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
。

★
６
月
29
日

一
般
社
団
法
人
日
本
更
生

保
護
女
性
連
盟
発
足
第
一
回
定
時
社
員

総
会

６
月
30
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
更
生

保
護
女
性
連
盟
発
足
記
念
第
60
回
〝
日
本

更
生
保
護
女
性
の
集
い
〟
が
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
法
務
大
臣
感
謝
状

　
　
（
北
秋
田
）
嶺
脇
シ
ズ
エ

　
　
（
湖　
　

東
）
新
野　
　

道

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
長
表

彰
・
個
人

　
　
（
大　
　

館
）
櫻
田

玲
子

　
　
（
横　
　

手
）
伊
藤

勝
子

　
　
（
由
利
本
荘
）
須
田
ま
り
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上

の
分
類
を
２
類
相
当
か
ら
５
類
へ
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
の
総
会
を
４

年
ぶ
り
に
参
集
の
形
で
開
催
す
る
こ
と
と

し
、去
る
５
月
25
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
秋
田
に

て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

今
年
度
の

総
会
で
は
、令

和
４
年
度
の

事
業
報
告
、収

支
計
算
に
つ

い
て
、審
議
さ

れ
、全
会
一
致

で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま

た
、役
員
の
改

選
に
つ
い
て
は
、新
役
員
の
任
期
は
、令
和

５
年
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

伊
藤
萬
治
郎
会
長
は
じ
め
、全
て
の
理
事
を

再
任
、髙
橋
勝
己
理
事
を
新
た
に
副
会
長

に
、齊
藤
正
子
氏
、大
歯
淳
子
氏
を
新
た
に

理
事
に
選
任
す
る
議
案
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、３
種
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、今

年
度
か
ら
年
会
費
千
円
を
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、会
費
の
納
入
に
つ
い
て
ご

理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、各
地
区
の
協
力
雇
用
主
会
が
当
機
構
の

３
種
会
員
と
し
て
入
会
し
た
こ
と
に
伴
い
、

地
区
会
に
所
属
す
る
協
力
雇
用
主
の
方
は
、

当
機
構
の
会
員
で
な
い
場
合
で
も
、当
機
構

の
助
成
等
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

再
犯
防
止
に
は「
就
労
」は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、当
機
構
で
は
２
年

前
に
開
始
し
ま
し
た「
お
試
し
雇
用
」の
活

用
を
今
年
度
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。
短
期
間
、短
時
間
の
雇
用
で
も
結

構
で
す
の
で
、保
護
観
察
対
象
者
等
に
就
労

の
機
会
を
提
供
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
長

表
彰
・
団
体

　
　
　

秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

★
今
後
の
主
な
行
事
予
定

◎
研
修
旅
行

　
　

９
月
11
～
13
日
（
東
京
・
鎌
倉
）

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

９
月
25
～
26
日
（
福
島
市
）

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修
会

　
　

10
月
17
～
19
日
（
東
京
）

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

11
月
８
日

に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ

　
　

担
当

大
館
地
区
更
生
保
護
女
性
会

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋

田

至

仁

会

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

伊藤会長あいさつ
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★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

４
月
15
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
竹

中
副
会
長
が
出
席
し
、
今
年
度
の
事
業
計

画
、予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。併
せ
て
、

東
北
大
会
及
び
研
修
会
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

★
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

５
月
20
、21
日
、現
地
（
東
京
都
渋
谷
区
）

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
、
書
面
表
決
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
で
行
わ
れ
た
。
当
県
連
は
書
面

表
決
に
よ
り
意
思
表
示
し
た
。

★
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

７
月
１
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
今

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
併
せ
て
、
昨
年
度
当
連
盟
が
主

管
し
た
東
北
大
会
及
び
研
修
会
の
決
算
報

告
が
行
わ
れ
た
。

★
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ
の
参
加

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
の

開
始
に
当
た
り
、
幕
開
行
事
と
し
て
７
月

３
日
に
秋
田
駅
で
関
係
機
関
や
団
体
と
と

も
に
学
生
会
員
が
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

★
と
も
だ
ち
活
動

少
年
２
名
に
対
し
て
の
「
と
も
だ
ち
活

動
」
の
依
頼
が
あ
り
、
う
ち
１
名
に
対
し

学
習
支
援
計
４
回
を
行
い
、
今
後
も
継
続

の
予
定
。
他
の
１
名
は
無
期
限
延
期
と
な

っ
て
い
る
。

３
年
ぶ
り
に
さ
ま
ざ
ま
活
動
が
復
活
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
平
穏
な
日
常
が

続
く
こ
と
と
、
会
員
及
び
関
係
機
関
の
皆

様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 秋

田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

本
年
４
月
か
ら
新
た
に
国
（
法
務
省
）
の

再
犯
防
止
施
策
に
お
い
て
都
道
府
県
に
対
す

る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
各

都
道
府
県
の
状
況
に
応
じ
た
再
犯
防
止
推
進

事
業
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
東
北
・
北
海
道

に
お
い
て
は
、
唯
一、
準
備
等
が
整
っ
た
秋
田

県
に
お
い
て
本
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
秋
田
県
の
再
犯
防
止
施
策

は
、
令
和
２
年
３
月
に
秋
田
県
再
犯
防
止
推

進
計
画
が
策
定
さ
れ
、
同
年
４
月
か
ら
様
々

な
再
犯
防
止
施
策
を
行
って
き
ま
し
た
。

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
中
に
は
、
様
々

な
理
由
に
よ
り
悪
い
こ
と
と
承
知
の
上
で
窃

盗
な
ど
の
犯
罪
を
繰
り
返
し
行
っ
て
し
ま
う

人
も
お
り
ま
す
が
、
今
度
こ
そ
更
生
し
た
い

と
強
く
思
う
方
も
お
り
、
御
家
族
に
お
い
て

も
何
と
か
更
生
さ
せ
た
い
と
思
う
方
も
少
な

く
な
い
こ
と
か
ら
、
秋
田
県
に
お
い
て
は
、
今

回
の
国
の
財
政
支
援
を
活
用
し
て
「
秋
田
県

再
犯
防
止
相
談
支
援
窓
口
」（
チ
ラ
シ
参
照
）

を
開
設
す
る
と
と
も
に
秋
田
市
内
の
社
会
福

祉
法
人
に
委
託
し
、
社
会
福
祉
士
等
の
資
格

を
有
す
る
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

皆
様
も
御
承
知
の
と
お
り
、
全
国
の
刑
法

犯
の
認
知
件
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
ま
し

た
が
昨
年
20
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
再
犯

者
数
も
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
秋
田
県
の
再
犯
防
止
推
進
事
業
や
秋

田
県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
の
取
組
に

よ
り
、
１
件
で
も
多
く
犯
罪
が
減
り
、
１
件

で
も
多
く
犯
罪
被
害
に
遭
う
方
が
減
る
こ
と

に
繋
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⃝

秋
田
県
の
再
犯
防
止
推
進
事
業
に
つ
い
て

秋
田
保
護
観
察
所
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第73回 社会を明るくする運動
～ 速 報 ～

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える

矯正展 秋田刑務所 7/2

鹿角地区保護司会 7/3・7/14

横手地区保護司会 7/15

「つどい・よこて」を開催　さとう宗幸氏をお招きして 神部副知事のあいさつ

改札口での広報活動中

更女会員によるバザー

7/3　いとく鹿角店での
啓発活動（保護司会と更女会

が参加して）
7/14　コモッセ文化ホール

での市民集会（受付風景）

男鹿地区保護司会 6/30・7/3

お疲れ様でした
無事終了！

秋田駅広報活動 7/3

秋　田　更　生　保　護 第 78 号（6）令和 5年 8月 10 日

モデル地区



お
り
ま
し
た
が
、
秋
田
保
護
観
察
所
で
も

引
き
続
き
更
生
保
護
施
設
秋
田
至
仁
会
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

湯
沢
地
区
も
担
当
い
た
し
ま
す
。
秋
田
で

の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
、
地
域
の
事
情

な
ど
分
か
ら
ず
至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
一
生
懸
命
、
誠

心
誠
意
、
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

保
護
観
察
官

佐さ

藤と
う

玲れ

巳み

今
春
の
人
事
異
動
に
よ
り
東
北
地
方
更

生
保
護
委
員
会
か
ら
異
動
し
て
参
り
ま
し

た
、
さ
と
う
れ
み
と
申
し
ま
す
。

本
年
４
月
に
秋
田
保
護
観
察
所
に
て
補

職
い
た
し
ま
し
た
。
出
身
が
山
形
県
遊
佐

町
の
た
め
、
幼
少
期
か
ら
お
邪
魔
し
て
い

た
秋
田
の
地
で
の
補
職
を
、
勝
手
な
が
ら

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

保
護
観
察
官
業
務
の
す
べ
て
が
未
経
験

の
た
め
、
沢
山
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し

ま
う
か
と
思
い
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
沢
山

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

統
括
保
護
観
察
官

五い
が
ら
し

十
嵐

正ま
さ

樹き

こ
の
度
、
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

秋
田
県
で
の
勤
務
も
統
括
保
護
観
察
官

と
し
て
の
業
務
も
初
め
て
で
あ
り
、
秋
田

県
内
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
、
秋
田
県
の

人
と
土
地
に
馴
染
ん
で
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
秋
田
の
更
生
保
護
発
展
の
た

め
に
尽
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

皆
様
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。主

任
保
護
観
察
官

荻お
ぎ

原は
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

本
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
福
島
保

護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

前
任
庁
で
は
更
生
保
護
施
設
を
担
当
し
て

一
般
社
団
法
人
日
本
更
生
保
護
女

性
連
盟
発
足
記
念
〝
第
60
回
日
本

更
生
保
護
女
性
の
集
い
〞
に
参
加

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

齊

藤

正

子

東
京
の
梅
雨
も
ま
だ
明
け
て
お
ら
ず
、

所
々
に
咲
く
紫
陽
花
が
式
典
の
緊
張
を
和

ま
せ
て
く
れ
、６
月
30
日
、「
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
」に
於
い
て
、式
典
に
は
、齋
藤

法
務
大
臣
初
め
、関
係
団
体
の
ご
来
賓
の

下
、更
女
ら
し
い
華
や
か
さ
に
加
え
、厳
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
連
盟
か
ら

法
務
大
臣
感
謝
状
を
受
彰
さ
れ
た
湖
東
地

区
新
野
道
様
が
御
出
席
な
さ
い
ま
し
た
。

宮
田
祐
良
前
保
護
局
長
か
ら「
伝
え
る
こ

と
・
伝
わ
る
こ
と
」と
題
し
て
の
講
話
も
あ

り
、中
江
藤
樹
が
説
い
た
、「
懇
・
言
・
視
・

聴
・
思
」の「
五
事
を
正
す
」を
引
用
し
な
が

ら
、思
い
を
人
に
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
更
女
精
神
に
も
通
ず

る「
心
」を
学
ば
せ
て
頂
い
た
貴
重
な
時
間

で
し
た
。
ま
た
、前
日
の
祝
賀
会
に
は
、日

更
女
狩
野
安
前
会
長
、同
じ
く
太
田
宥
子

前
副
会
長
も
お
元
気
な
お
姿
で
御
出
席
さ

れ
て
、華
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
筆
啓
上

秋
田
保
護
観
察
所

●
転
入
者
の
あ
い
さ
つ

●
転

入

所

長　
　
　
　
　

正

木　
　
　

勉

（
仙
台
保
護
観
察
所

次
長
）

統
括
保
護
観
察
官

五
十
嵐

正

樹

（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
事
務
局

保
護
観
察
官
）

主
任
保
護
観
察
官

荻

原

純

子

（
福
島
保
護
観
察
所

保
護
観
察
官
）

保
護
観
察
官　
　
　

佐

藤

玲

巳

（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
事
務
局

法
務
事
務
官
）

保
護
観
察
官　
　
　

高

橋　
　
　

毅

退
職
（
再
任
用
）

●
転

出

所

長　
　
　
　
　

山

田

通

晴

（
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
）

保
護
観
察
官　
　
　

金

森

直

子

（
青
森
保
護
観
察
所

保
護
観
察
官
）

保
護
観
察
官　
　
　

進

藤

ち
づ
る

（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
事
務
局

保
護
観
察
官
）

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動

（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）
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栄
誉
に
輝
く

叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
５
年
４
月
29
日
）

令
和
五
年
度
春
の
叙
勲
及
び
褒

章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

村

田

誠

一

（
横
手
保
護
区
）

端
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

佐

藤

晋
一
郎

（
湯
沢
保
護
区
）

依
願
解
嘱

（
敬
称
略
）

（
令
和
５
年
１
月
31
日
）

佐

藤

博

昭
（
大　
　
　

館
）

（
令
和
５
年
５
月
31
日
）

田

中

忠

美
（
鹿　
　
　

角
）

保
護
区
変
更
（
令
和
５
年
３
月
10
日
）

矢
吹
孝
道
（
横
手
↓
福
島
県
二
本
松
）

任
期
満
了
（
令
和
５
年
６
月
30
日
）

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

佐
々
木

晋
太
郎
（
秋
田︹
東
︺）

鎌

田

信

男
（
秋
田︹
東
︺）

岩

橋　
　
　

薫
（
秋
田︹
東
︺）

川

尻

孝

紀
（
秋
田︹
中
央
︺）

千

葉

惠

美
（
秋
田︹
臨
港
︺）

小

玉

正

富
（
男　
　
　

鹿
）

関

山

富
美
雄
（
男　
　
　

鹿
）

佐

藤

兼

光
（
潟
上
湖
東
）

髙

松

正

嗣
（
能　
　
　

代
）

松

橋

鉄

明
（
北

秋

田
）

原

田

宗

悦
（
鹿　
　
　

角
）

阿

部

洋

子
（
本　
　
　

荘
）

柴

田

鐵
四
郎
（
本　
　
　

荘
）

松

下

久

雄
（
横　
　
　

手
）

保

坂　
　
　

正
（
大　
　
　

曲
）

鈴

木

三

郎
（
大　
　
　

曲
）

新
　
　
任
（
令
和
５
年
７
月
１
日
）

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

菊

地

格

夫
（
秋
田︹
中
央
︺）

佐

藤

宗

樹
（
秋
田︹
中
央
︺）

中

泉

松

司
（
秋
田︹
臨
港
︺）

二

平

礼

子
（
秋
田︹
臨
港
︺）

太

田　
　
　

穣
（
男　
　
　

鹿
）

谷

川

留
美
子
（
潟
上
湖
東
）

石

上　
　
　

明
（
能　
　
　

代
）

松

橋

省

子
（
北

秋

田
）

安

保

範

子
（
鹿　
　
　

角
）

松

井

祐

司
（
鹿　
　
　

角
）

吉

田

順

一
（
鹿　
　
　

角
）

真

坂

伸

子
（
本　
　
　

荘
）

堀

井

新
太
郎
（
本　
　
　

荘
）

五
十
嵐

知

子
（
本　
　
　

荘
）

木

村

任

弘
（
横　
　
　

手
）

佐

藤　
　
　

勉
（
横　
　
　

手
）

髙

橋

美
由
紀
（
大　
　
　

曲
）

橋

本

琢

史
（
大　
　
　

曲
）

佐
々
木

和

明
（
角　
　
　

館
）

保
護
司
の
異
動

編
集
委
員

　
　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　

金
山

智
紀　
　

明
石

浩
延

　
　
　

伊
藤

妙
子　
　

長
谷
部
次
子

　
　
　

松
本

和
之　
　

藤
井

正
人

　
　
　

菊
地

皆
美

※
新
た
に
、
明
石
編
集
委
員
が
仲
間
入
り

し
ま
し
た
。

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
先
日
の
過
去
に
経
験
し
た
事
の

な
い
記
録
的
大
雨
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生

し
、
早
三
年
以
上
月
日
が
経
ち
ま
し
た
が
、

第
九
波
が
宣
言
さ
れ
る
な
ど
未
だ
収
束
に

は
遠
い
状
況
の
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
対
人
支
援
が
主
で
あ
る

更
生
保
護
の
現
場
に
お
い
て
、
人
と
の
繋
が

り
や
関
係
性
の
構
築
等
活
動
が
制
限
さ
れ

る
事
に
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
幸
い
な
事
に
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
等
デ
ジ
タ
ル
情
報
技
術
の
活

用
が
進
み
、
人
と
の
繋
が
り
の
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
代
の
歩
み
と
共
に
、
今
夏
は
マ
ス
ク
を

外
せ
る
（
？
）
よ
う
で
す
。
ひ
ま
わ
り
の
よ

う
な
笑
顔
で
更
生
保
護
活
動
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。編集

委
員

伊
藤

妙
子

こ
の
度
の
大
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補

正

更
生
保
護
以
外
の
功
労
・
功
績

瑞
宝
単
光
章
（
令
和
４
年
11
月
３
日
）

統
計
調
査
功
労

小

林

憲

二

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
秋
田
保
護
区
）

の
お
名
前
が
記
載
漏
れ
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
改
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

退任保護司感謝状等伝達式及び座談会
アキタパークホテルにて（6/28 開催）
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